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さヽさ
東
京
の
消
防
団
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

団
長
よ
り
今
大
会

の
指
導
総
括
に
指
名
さ

れ
、
二
つ
返
事
で
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
人
月

の
訓
練
開
始
の
時
点
で
訓
練
目
標
や
そ
の
日
程

な
ど
を
明
確
に
出
来
な
か
つ
た
事
が
私
の
大
き

な
反
省
点
で
す
。

長
い
訓
練
期
間
を
経
て
大
会
当
日
、
強
化
選

手
仝
員

一
致
の
努
力
が
実
り
、
結
果
は
三
消
防

団
が
同
点
で
六
位
タ
イ
、
審
査
実
施
基
準
に
よ

り
規
律
減
点
の
少
な
い
隊
が
上
位
と
な
り
残
念

な
が
ら
七
位
で
、
エハ
位
入
賞
を
逃
が
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら
後
輩
の
良
き
指
導
者
と

な
る
で
し
よ
う
。

訓
練
期
間
中
、
指
導
体
制
の
役
割
分
担
を
お

願
い
し
た
各
副
団
長
、
各
分
団
長
、
長
期
に
わ

た
り
ご
支
援
を
頂
い
た
全
団
員
、
署
隊
の
ご
協

力
、
ご
指
導
が
あ

っ
て
、
無
事
に
終
了
で
き
た

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
今
後
の

た
め
に
資
料
と
し
て
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

力
足
ら
ず
を
感
じ
な
が
ら
、
解
団
式
を
迎
え

ホ
ツ
と
安
堵
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
、
ご
支
援
い

た
だ
い
た
皆
様
、
家
族
の
皆
様

へ
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ビ
ざ
い
ま
し
た
。

都
大
会
の
指
導
総
括
と
し
て

団
本
部
　
桝
田
　
賢
一

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
選
手
、
支
援
隊
、
署
の

方
々
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

浅
草
と
し
て
初
の
女
性
団
員
の
参
加
で
、
日

程
、
訓
練
方
法
等
、
見
直
す
機
会
と
な
り
、
今

後
は
女
性
団
員
の
活
躍
を
、
ま
す
ま
す
広
げ
て

い
け
れ
ば
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
な
か
な
か
調
子
が
上
が
ら
ず
、

心
配
も
し
ま
し
た
が
、
大
会
で
は
最
高
の
操
法

で
感
動
し
ま
し
た
。

声
出
し
応
援
、
水
平
器
な
ど
、
新
た
に
学
ん

だ
点
も
あ
り
、
今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
よ

り
高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が
多

々
あ
り
ま
し
た
が
、
改
め

て
感
謝
申
し
卜
げ
ま
す
。

都
大
会
を
振
り
返

つ
て

第
一
分
団
　
光
同
　
共
明

こ
の
度
は
第
五
十

一
回
東
京
都
消
防
操
法
大

会
お
疲
れ
様
で
し
た

選
手
、　
コ
ー
チ
の
皆
様
、
田
島
団
長
、
指
導

総
括
の
桝
田
副
団
長
を
は
じ
め
消
防
団
に
お
い

て
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
方

々
、
三
浦
署
長

を
は
じ
め
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
浅
卓

消
防
署
の
皆
様
、
二
ヶ
月
間
都
大
会
の
訓
練
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
操
法
を
始
め
た
ば
か
り
の
新
人
選
手
〓

名
を
含
め
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
位

の
最
後
の
枠
を
め
ぐ

つ
て
三
消
防
団
が
同
点
で

並
ぶ
接
戦
と
な

つ
た
結
果
、
惜
し
く
も
七
位
に

な
り
ま
し
た
が
、
優
勝
消
防
団
と
の
点
数
の
開

き
も
決
し
て
届
か
な
い
差
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は

一
重
に
短
期
間
に
若
手
の
消
防
団
員

が
操
法
を
通
じ
て
目
覚
ま
し
く
成
長
し
た
結
果

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
大
会
終
了
後
、
九
月

三
日
に
指
導
を
い
た
だ
い
た
馬
場
教
官
か
ら
、

消
防
学
校
教
官
と
し
て
三
番
員

の
本
下
団
員

が
、
今
回
の
都
大
会
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
三

番
員
で
し
た
と
い
う
旨
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
他
の
若
手
の
消
防
団
員
も
次
々
と

操
法
を
経
験
し
て
成
長
し
て
い
け
れ
ば
都
大
会

優
勝
も
夢
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
今
後
と
も
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

最
後
に
皆
様
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

指
揮
者

第
二
分
団
　
黒
田
　
陣
弥



結
果
と
し
て
、
自
分
の
追
い
求
め
て
い
た
入

賞
す
る
と
い
う
事
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

黒
田
さ
ん
、
岳
さ
ん
、　
マ
ッ
キ
ー
さ
ん
、
梅
ち

や
ん
の
五
人
で
出
場
で
き
て
僕
自
身
こ
れ
以
上

の
事
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
――

選
手
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ｈ

人
月
の
中
旬
頃
か
ら
長
い
期
間
に
渡

っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
下
さ

っ
た
、
す
べ
て
の
消
防
団
員

の
方
々
、
ま
た
指
導
し
て
下
さ

っ
た

コ
ー
チ
の

方
々
、
至
ら
な
い
面
も
多
々
あ

っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
最
後
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 支

え
て
く
れ
た
方

々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
厳
し
い
訓
練
は
最
高
の
経
験
で
し
た
。

一
つ
一
つ
の
規
律
、
動
作
に
意
味
が
あ
り
、

仲
間
の
命
、
家
族
の
命
、
自
分
の
命
、
地
域
の

人
の
命
を
守
る
最
も
尊
い
活
動
だ
と
認
識
し
ま

し
た
。
大
会
当
日
、
出
来
な
か

っ
た
事
や
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
。
災
害
時
な
ら
、
仲
間
を
危
険
に
晒

す
か
も
し
れ
な
い
、
送
水
が

一
秒
、
二
秒
遅
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
救
え
た
命
が
あ

つ
た
か
も
し

れ
な
い
、
そ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
て
こ
れ
か
ら
も

消
防
団
活
動
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
草
消
防
団
の
方

々
、
ま
た
浅
草
消
防
署
の

皆
様
、
都
操
法
大
会
本
番
も
含
め
た
二
ヶ
月
間

以
上
、
応
援
や
支
援
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
私
た

ち
選
手
に
対
し
て
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
操
法
大
会
か
ら

一
ヶ
月
以
上
が
経

っ
た
今
、

私
は
ポ
ン
プ
の
扱
い
方
に

つ
い
て
誰
よ
り
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
任

こ
の
度
、
都
操
法
大
会
の
三
香
員
を
務
め
ま

し
た
三
分
団
の
本
下
で
す
。

下
水
道
局
で
の
訓
練
で
は
沢
山
の
ご
支
援
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
大
会
当
日
も
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
、

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
声
援
と
て
も

心
強
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て

一
緒
に
訓
練
に
励
ん
だ
選
手
、
指
揮

者
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
正
選
手
を

三
分
団
チ
ー
ム
で
や
れ
た
事
が
大
変
心
強
か

っ

た
で
す
。

今
回
惜
し
く
も
七
位
と
い
う
結
果
で
し
た
が

本
当
に
入
賞
ま
で
あ
と

一
歩
で
し
た
。
た
だ
個

人
的
に
は
、
事
前
に
訓
練
に
来
て
い
た
だ
い
た

馬
場
教
官
か
ら
褒
め
ら
れ
た
事
と
、
多
く
の
方

に
感
動
し
た
と
言
わ
れ
、
優
勝
し
た
気
分
で
し

た
。貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
―

皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

約
ニ
ケ
月
に
及
び
支
援
隊
と
し
て
参
加
致
し

ま

し
た
。

私
達
支
援
隊
は
人
月
の
前
半
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
大
会
支
援
の
為
、

手
際
が
思
い
出
せ
ず
又
、
今
夏
の
猛
暑
と
の
戦

い
で
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
選
手
共
々
我
ら
支
援
隊
も
思
う
よ

う
に
息
が
合
わ
ず
ス
ト
レ
ス
が
溜
る
日
々
で
し

た
。一
つ
の
例
と
し
て

『
定
位
に
着
け
』
の
号
令

に
対
し
て
も
選
手
各
人
バ
ラ
バ
ラ
で
、
こ
の
ま

ま
で
は
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
お

さ
れ
た
四
番
員
は
ポ
ン
プ
を
使
い
、
い
か
に
早

く
、
安
全
に
送
水
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
上
記
の
ポ
ン
プ
の
扱
い
が
、
防

災
、
減
災
に
繋
が

つ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す

。
訓
練
や
実
際
の
災
害
時
で
も
、
役
に
立

つ
も

の
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
為
、
今
回
の
ポ
ン
プ
の
操
作
を
操
法

大
会
の
時
だ
け
の
知
識
に
す
る
の
で
は
な
く
、

都
操
法
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
な
ど
に
還
元
し

、
地
域
全
体
が
防
災
、
減
災
に
繋
が

っ
て
い
け

曜

ピ

瑕

ダ
ン
プ
レ
ス
　
編
集
委
員

☆
委

員

長
　
杉
山

年
昭

☆
副
委
員
長
　
西
井

敏
彦

☆
委
員
団

本

部
　
河
野

美
佐
子

第

一
分
団
　
重
岡

卓

　

・
白
川

二員
康

第
二
分
団
　
渡
邊

雄
太

・
黒
円

陣
弥

第
三
分
団
　
杉
山

寛
人

・
沼

邦
彦

第
四
分
団
　
齋
藤

充
広

・
企
元

祐
紹

編
集
構
成
　
竹
村

佳
昭

編
集
後
記
　
　
　
　
　
第
三
分
団
　
杉
山

寛
人

早
い
も
の
で
も
う
師
走
。
光
陰
矢
の
如
し
と

言
い
ま
す
が
、
歳
を
重
ね
る
と
尚
更
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
い
る
や
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
よ
う
カ

今
年
は
十

一
月
半
ば
過
ぎ
ま
で
二
十
五
度
超

え
の
日
々
が
続
き
、
そ
の
後
い
き
な
り
寒
の
人

り
、
日
本
特
有
の
四
季
は
何
処

へ
い
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
春
、
秋
は
い
ず
こ
に
、

こ
れ
で
は

「二
季
」
で
す
ね
。

今
年
も
あ
と
残
り
少
し
、
皆
様
方
健
康
に
ご

留
意
さ
れ
素
晴
ら
し
い
新
春
を
お
迎
え
く
だ
さ

る
様
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

り
ま
し
た
が
、
そ
の
選
手
た
ち
も
秋
風
が
吹
き

始
め
た
頃
の
九
月
三
日
に
消
防
学
校
の
教
官
に

お
越
し
頂
き
、
ご
指
導
を
受
け
て
以
降
、
日
に

見
え
て
ス
ム
ー
ズ
で
的
確
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
我
々
支
援
隊
も
行
動
パ
タ
ー
ン
を

熟
知
し
当
初
の
頃
と
は
見
違
え
る
よ
う
に
な

つ

て
来
た
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

最
後
に
今
回
の
大
会
で
健
闘
さ
れ
た
選
手
の

皆
様
方
や

コ
ー
チ
の
方

々
、
そ
し
て
署
員
の
方

々
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

支
援
隊
に
参
加
し
て

第
三
分
団
　
駒
野
　
一
男
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****.* *.***.**********.**.******** ***********.******.******.****
☆★お申込み方法☆☆

☆受講要件: 台東区在住、在勤の方優先(その他の方はご相談に応じます)

☆受講料:  各講座 ¬,000円 (クレジットカード決済)資料代含む

☆申込み:  下記のURLまたはQRコードよりLoGoフォームのWebベージにアクセス

してお申込みください。

☆受講方法: 講座入室用パスワード、受講説明書、資料は、入金確認後、郵便でお送り

いたします。

※オンライン受講の場創ま、インターネット環境(スマホ等含む)が必要です。

☆締切:   随時受け付けています。最終締切 令和642月 15日
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★J「 【LoGoフォーム】について

下の∪RLまたは二次元(QR)コードのWebページから、
で申請してくはヽ 。ヽ

☆★ 【LoGoフォーム】を初めて使う場合

1入カフォーバ ⇒ カウント
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☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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☆
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U R L https://losoform.jplform/sQhE/caremaster2023

QRコード

…
お申込み・お支払いについては 講座内容や接続のことなどは

台東区役所介護卿舞簾鶏書勤旦当

電話 03-5246-1243

台東区社会福祉亭業国人材自成担当

電話 03-5603-2228

隔il l誼O l llZaiObZ幽 tata.0嘔Q

☆
☆

お手 持 ち の PC又 は ス マー トフ ォ ン喜
☆
☆

ら、アカウントを登録して、お申込みください。
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1台東区消費者ニュース 第203号  12024年 1月発行

総務省 携帯電話ポータルサイ ト

https llwwヽv30JRlU 80'pllnenu seisaku′

iciseisaku,ke tal_pOrtallindcx himl

① MNP(モバイルナンバーポータビリティ)を使えば、電話番号
を引き継ぐことができます。
②キャリアメールの持ち運びをすれば、メールアドレスも引き継
ぐことができます。
③ SIMロ ック解除をすれば、携帯電話端末も引き継げる場合があ
ります。

MNP(モ′ヾイルナンバーポータビリティ)とは?
鰺携帯会社を乗換えても、今の電話番号をそのまま使うことができる仕組みです。

(契約の状況によつてはMNPができない場合や、手続に時間がかかる場合があります。)
艤MNPの手続きに必要な費用は、ウェブでの手続きの場合は無料、対面や電話による方法
による手続きの場合は、1,000円以下 (消費税抜)の額となり携帯会社ごとに異なります。
畿なお、乗換え先の携帯会社では契約のための手数料が別途かかります。

誦
一
ラ

國 タブレットとスマホのセット契約の トラブル

スマートフォンの機種変更をしようと店舗に行つた。その際、タブレット

端末とセットで購入すると、通信料金が安くなると勧められた。タブレット
がほしいわけではなかつたが、安くなるのであればいいかと思い契約した。

後日、請求書を見ると今までより高くなっていた。納得いかない。

消費者へのアドバイス
⑬携帯電話やスマートフオンの契約をする際に、タブレッ

ト端末や光回線、電気等の複数の商品・サービスを勧め

られることがあります。

契約前に、サービス内容、料金等をよく確認して、不要

な契約や内容が理解できない契約は断りましょう。
●電気通信サービスでは、「初期契約解除制度」と「確認措

置
※
」の 2つの契約解除制度があります。
契約したサービスについてそれらが適用されるか、適用
される場合の申し出手順などを契約書面で確認しましよう
※確認措置は事業者によって「8日間ルール」など独自の呼び方があります。

<初期契約解除制度のイメージ>

1 書面受領口 |

8囲爾   ■

驚愧爾1髄訓
|

回覧
|

磯〕〉|六 1贔

|

|

| |



光回線サービスの乗換えについて

2015年からNT丁東西が光回線サービスの卸売を開始しま
した。陸D売」の提供を受けた光コラボレーション事業者が、

電話勧誘等により光回線サービスの営業活動を行つていま

す。サービス内容や契約条件は乗換え先の事業者により異な

りますので、契約をする場合は以下の点に注意しましょう。

①契約先の事業者が変わります。

②今のプロバイダに解約の申込みが必要な場合があります。

③乗換え時に高額な手数料
※がかかることがあります。

※ 2022年 7月 以降に締結された契約については、解約時に請求できる金額に制限がかかります.

消費者へのア ドバイス
。N丁丁東西は2024年 1月以降、固定電話の lP網への移行に伴い、電話会社内の設備の
切り替えを予定していますが、移行後も現在使用中の電話機や電話番号はそのまま使う
ことができます。設備切替に伴う手続きや工事も不要です。
●この設備切替に便乗し、「固定電話が使えなくなる」といつた虚偽の説明を行つて勧誘を

e配

に涎熟WittЪ葛趾衆li:冬
れていた場合の工事費等は支払う必要があるため、契約をキャン

セルしたいと思つた場合には、すぐに事業者へ申し出ましょう。

参考 :総務省電気通信サービスQ&A

契
約

光コラボレーション事業者

國 固定電話の :P網への移行に便乗した勧誘

大手電話会社の代理店を名乗り、「2024年以降は、固定電話が IP網へ移行
になるので、今の電話が使えなくなる。光回線に切り替えないか」と電話が

きた。この会社の言つていることは本当か。

台東区消費生活

インターネット回線編

●光回線
●光電話等オプション

サービス
●プロバイダー等の独

自サービス

出典 :国 民生活センターHP

ンター 03-5253-5900
耳二日9:30‐-12:00 13:00^ン 17:00

●総務省関東総合通信局 03-6238-1935
lZ日 9:00^´ 12:00 13:00-17:00

●電気通信事業者協会 相談窓口 03-4555-4124
■二日9:30-17:00

二l:誡■■:[幕■03,5246‐1133
Lヨ回巳■腱J月～金 午前9時～午後4時まで



講座募集のホームページは右記二次元コー ドからお入りいただけます→

事前申込制 1講座からお申込可能です。申込方法は裏面をご確認<ださい。

今聴きたいr

医者のかかιl方、健康寿命の伸lざし有
※本講座はケープルテレビの番組となりYouTubeでも配信されます。あらかじめご了承ください。

く日時〉 令不D6年 2月 13日 (火)14時～15時半
く会場〉 台東区生涯学習センター3階 301研修室 (定員 30名 )
く講師〉 健康医療情報支援センター代表 羽田 由利子 氏
〈託児〉 対象・定員/6ケ月から就学前まで・5名程度 (申込先着順)

託児申込締切/2月 5日 (月)12時
本講座では、急な病気やケガをした時の対応方法や、適切な医療情報・サービスの

選び方、医療機関にかかる際に大切なポイントを解説します。また、要介護の状態

になることを防ぐための取り組みについても説明します。「いざという時に備えて、

医療機関の上手な利用方法を矢□っておきたい」「健康寿命 (心身ともに自立し健康に

生活できる期間)を伸ばしたい」という方はぜひご参加ください |

子供のスマートフォン、どう管理する?
～スマホゲームやインターネットこの付き合い方～

〈日時〉   令和 6年 2月 20日 (火)14時～15時半
く講師〉  NPO法 人 C・ キッズ・ネットワーク 石川 朋子 氏
く申込方法〉 電子申請のみ (詳しくは裏面参照)
〈申込締切〉 2月 13日 (火 )
※本講座はZoom配信のみの講座となります。あらかじめご了承ください。

本講座では、子育て中の方に向けて、子供がスマホゲームやインターネットを利用

する中で巻き込まれ得るトラブルや依存症について解説し、それらから子供を守る

方法についてお話します。「子供がスマホゲームをやり過ぎていて心配」「子供をスマ

ホやネットでのトラブルから守る方法を知りたい」という方はぜひご参加ください |

籠楊

<申込・問い合わせ>台 東区役所くらしの相談課 電話03(5246)1144



対象/区内在住・在勤 。在学の方  定員/各回 30名 (申込先着順)
電話、 FAX、 インターネット (電子申請)のいずれかでお申込みください。
※お送りいただいた個人情報は、講座目的以外には使用いたしません。

電話の場合
※2/13(火 )の議座の方のみ

くらしの相談課消費者担当  1電 話 03(5246)¬ 144

FAXの 場合
※2/13(火 )の講座の方のみ

くらしの相談課消費者担当  FAX 03(5246)1¬ 39
下記をご記入のうえ、送信してください。
・件名「<ら しに役立つ講座申込」
・受講希望の講座名
・氏名、住所、電話番号、FAX番号
。在勤の場合は勤務先と所在地 在学の場合は学校名
・託児希望の方は、お子さんの氏名。年齢・性別
・ケーブルテレビ撮影・放送及び YouTubeでの配信に対する許諾

★FAXが届き次第、受付結果を FAXにて返信いたします。

インターネット

(電子申請)の場合

右記の二次元コードから講座募集のホームページに

お入りいただき、お申し込み<ださい。

または台東区公式ホームページのトップページから

暮らし。手続き「消費生活」を選択し、「講座のお知らせ」のカテゴリ内の

「くらしに役立つ講座」から希望される講座募集のホームページにお入り

いただき、お申し込みください。

台東区生涯学習センター

(台東区西浅草 3-2516)

基本的な感染症対策へのご協力をお願いいたします

【当日の講座参加について】 以下の事項に当てはまる方は、

・375度以上の発熱 (または平熱比 1度超過)のある方
・咳、のどの痛みなど風邪の症状がある方

ご参加をご遠慮願います。

<申込・問い合わせ>台 東区役所くらしの相談課 電話03(5246)1144
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ふるさと交流ショップ台東とは…
全国各地の自治体が一週間単位で入れ替わり

各地の魅力を発信する新しい形のアンテナショップです。

毎週新鮮で珍 しい特産品が揃い

懐かしいふるさとの魅力に出会えます。

惨六
ふるさと
交/t・ショップ台東

※画像提供 :(公社)青森観光コンベンシ∋ン協会

2月 1日 (木)～ 2月 6日 (火 )
や まつりま ち

2月 8日 (木)～ 2月13日 (火 )
_  _    あ_お tり し

2月 15日 (木)～2月 20日 (火)
な が さ き け ん

長崎県福島県矢祭町 青森県青森市

2e22aw*2n27awt 2月 29曰 (本)～ 3月 5日 (火 )
か  ご し ま し

高知県
あ  き  じ

安芸市 鹿児島県鹿児島市

SnI4mml-3n19ntxl 3月 21日 (木)～3月 26日 (火)
あ お も り し

秋田県にかほ市 青森県青森市

ふるさと交流ショップ台東
台東区浅草4丁目36番 5号 (千東通り商店街内〕

TEL/03-3874-8827

営業時間/午前10時～午後7時まで

定休日/水曜日・年末年始

お問い合わせ先

台東区国際・都市交流推進室 都市交流課
〒110‐ 8615 東京都台東区東上野4‐ 5‐6
TEL/03-5246-1016 FAX/03-5246-1147

3月 7日 (本)～3月 12餞 (火 )

調整中

□
』̈

(浅草回り)

目 停留所すぐ

都営バス 上46浅草4丁目
停留所すぐ

つくばエクスプレス浅草駅

徒歩7分

※都合により、出店の中止または営業時間が変更になる場合があります。



矢祭町は、福島県と茨城県の県境、久慈川沿ヽヽに位置
する人口約5千人の小さな町です。

奥久慈の自然豊かな環境で育つ農産物と生産者の人
柄や風光明媚な景勝地が魅力です。
イナゴをはじめ、冬に採れるお野菜等をご用意いたしま

すので、ぜひお立ち寄りくださヽ 。ヽ

0お問い合わせ先 矢祭町事業課
TEL 0247-46-45フ 6(直通)

…
青森市は 八甲田連峰や陸奥湾などの美しい自然に

回まれ 四季析々の景観や りんど ホタテなど豊富な資

材に恵まれています.
また 日本を代表する火祭り「青森ねぶた祭_や 世界
遺産登録された二内丸山追跡をはじめとした縄文遺跡

鮮などの文化や歴史など、ここにしかない豊かな宝物を有
している大変魅力||なまちです.

今回も、青森ならではの特産品を多数さ用意して皆様
をお待ちしております′

0お問い合わせ先 青森市新ビジネス支援課
TEL O]7‐ 734‐ 2379(直通)

長崎県は日本の最西端、美しい自然と2つの世界遺
産など豊富な観光資源に恵まれていま魂
古くからの異文化との交流で、新しい物を柔軟に取
り込んできた長崎は、さまざまな食材の宝庫。カステラ

ちゃんぼん、ビフゼリーなどの特産品や、あご、にぼし

などの海の幸 みかん、そのぎ茶などの山の幸等、自慢
の品々を台東区の皆さんにご紹介しま魂

0お問い合わせ先 長崎県東京事務所観光物産センター
TEL 03-5212-9176(直 通)

鹿児島市は 明治維新の原動力となった lt郷隆盛など

多くの偉人を輩出した歴 |・や文化 雄大な桜島や波静か

な錦江湾などの自然 豊富な温泉 黒豚 桜鳥大根 焼酉|
など多彩な食に恵まれた国際観光都市です。
お日1染みのさつまあげ、銘東かるかんなど、

・
食の都か

ごしま・の美味をぜ0お楽しみください。

●お問い合わせ先 鹿児島市東京事務所
TEL 03‐ 3262-6684(直 通)

ヘレ_

にかほ市は秋田県南西部に位置し、鳥海山と日本海に

抱かれた風光明媚なまちです。

出羽富士とも呼ばれる鳥海山からのミネラノレ豊富な水
で育った農作物や、四季折々の日本海からの恵み、また

米どころ秋田ならではのお米を活かした地酒等、にかほ市
を堪能できる特産品をさlll意してお待ちしております。 餞

1場鯰

気筆合に

な翻

は営業時間が

出店する自治体のPR情報、商品の入荷状況やイベント等について、写真を交えて発信します。
ぜひご覧ください。oDはすべてtatoshop201 7)

■′

ご纂購のあ鰹機亀

鬱マイア1ッ グのご舞参lt~こ
｀
協力を

お願し
'tlた
します。⑮鼈 鶉晰

青森市は、八甲田連峰や陸奥湾などの美しい自然に

Hまオし、IHttlh々の景観や、りんさ、ホ′テなど豊富な食
材に恵まれています.
また 日本を代表する火祭り1青森ねぶた祭 や 世界
遺産登録された三内ヌL 遺跡をはじめとした縄文Jil跡
群などの文化や歴史などここにしかない豊かな宇物を有
している大変魅力的なまちです.
今回も青森ならではの特l■品を多数ご用意して皆様
をお待ちして力0ます /

0お問い合わせ先 青森市新ビジネス支援課
TEL 017‐ 7342379(直 通)

Ｘ
¨

さい.

大人気の地酒やゆず製品、お東子など、安芸市ならでは

の品を取り揃えてお待ちしています。

●お問い合わせ先 安芸市商工観光水産課
TEL 0887 35 1011(直 通)

「

‐    I   I ‐  1 1

全国各地の自治体がら

特産品を

お届けします!  r



環境ふれあい館リサイクル活動室便り

亀  ひまわりの麿 2月号
cヽ 台東区立環境ふれあい館ひまわ り 2階  リサイクル活動室  予

〒 1110051台東区蔵前 4-146 電話 3866-8094

「あなたもワードドライ7r」 に,ご協力くださらl
ワードドライマに関して皆さ春の関心が高まってきτいきす。食品が余る人がいる―有て必

喜としている人がいきす。お預か

“

した食品は毎日:回、寿 :丁目厳念寺で開催されるたいこ

こネット主催の「7-ドバントリー」で配布する食品の中部こして提供しています。
12月 :日～9日に実施した7-ド ドライ7では、:20点 。87.3κ9の食品を皆さきからお預か
叫し、必事こしている人にattl・Iでき参した。

該当する食品をお持ちの方僣ぜひご協力お願いし参す。

フー ドドライブと 1ま ?・ ・家庭で使わずに眠つている食品を持ち寄り、食糧の確保が困難な

団体やイ国人に提供するための活動

日本では、年間 523万 トンの食べられるのに捨てられてしまう「食品ロスJがあります (2021年 )。 使
い捨てではなく、F使わず捨て

`J。
問題が取り11げられてから毎年減少していますが、それでも一人が毎日 1個

のおにぎりを捨てていることになります。F使わず捨てJの約半分は家庭から出たものです。食品を救い出し、

必要としている人たちに届けましょう。

受け付ける食品例  *穀類 (お米 麺類等)*フ リーズドライ食品 *保存食品 (缶詰、びん詰、離乳食、佃煮等)
*防災食等  *調味料各種 (食用油、ヒノよう油、ソース等) *備蓄食 *乾物 (の り、豆等)
*インスタント食品、レトルト食品等  *飲料 (ジュース、コーヒー、お茶、紅茶等)*ギフトパック (贈答品、お供物等)
※未開封で、賞味期限が 2週間以 Iiあ るもの  ※冷蔵・冷凍食品、生鮮食品は受け付けません。

受付期間 :2024年 2月 1日 (木 )～ 2旭 10日 (上)11時 ～ 16時 (2月 4日・ 5日 を除 く)
受付場所 :蔵前 4丁目 146 台東区環境ふれあい館ひまわり2階  リサイクル活動室
問い合せ:03‐3866‐ 8185ま たはtrnetgcom hOme ne」p

清掃II′ サイク′L課からのあ細らせ

ヨ.リ ユースショッ7-覧を作成し参した。
リユース促進の新たな取組みとして、台東区内及

び近隣区等のリユースショップ情報をまとめた一覧

を作成しました。詳しくは、 区HPをご覧ください。

2.フードドライ7の実施を富援し春す。

区では、フードドライブに使用できる物品 (食品

回収コンテナ・のぼり旗)を無料で貸し出し、団体・

企業等の皆様が主体となって実施するワードドライ

ブを支援いたします。

台東区リユースショップー覧

台東区フードドライブの実施支援

Vo1326 2024年 1月 20日 発行

ご参加下さい ′
1′サイク′ι活動室 「再利用出前講座」

毛糸編みでポランテ ィア体験

～残ιl毛糸や使わない毛糸てモ手―フを編みます。

1辺 10cDのモチーフを 40枚つなlfて、

1枚の膝掛けに仕上 Iず、

区肉高齢者施設なこに7じゼント～

日 時 :2月 24日 (Jう 午後2時～ 4時
開催場所 :金杉区民館 第3集会室

(台東区下谷 3丁目 1_30)

定 員 :7名  ※中込先着願
参加費 :無料

持ち物 :特になし

本通信は原則 1回覧版に 1枚です。お手数ですがメモ コビーをして次のご家庭へ回覧してください。
また、区役所、区民事務所、分室、lt区センターなどにも置いてあります。

裏面もご覧ください。



◆ Ifサイク′L活動室 再利嗣読街座 Z属のスケジューん
講座名 口 時 開催場所 内 容

袋もの入門

(月 1回 /3回連続 )
2月 7:1(本 ,

午後 1時 30分～ 4時 リサイクル:I動室
使い捨てのフラスチ ックバッグにはさよう
なら.思い出の布で トー トパ ッグ ホーチ
など作って気持ちよく社会貢献 しましょう .

布ぞうり入門

(月 1回 /2回連続)

2り 110「1( 1:)

午前 10時～午後 4計|
(う ち休憩 1‖キ間)
午前 年後だけでも参カト」能

リサイクル活動室
使い吉した手拭いやゆかたを再利用して作
ります。 1回目はスタートキットを使いま
す。 1組 :500円

みどりの会
2月 ll,1(「1)/27:1(火 ,

10時～ 13時
リサイクル活動宝

ミニホーチをつくります

持ち物 ;裁縫道具 20～ 30セ ンチの布 2枚

リフォ■ム洋裁入門

(月 1回 /3回連続)

2月 17日 (土 )

午前 10時～ 1・後 4時
(う ち休憩 1時‖1)
午前・午後だけでも参駒i llJ能

リサイクル活IEllJ室
サイズ直し・部分直しをして、気持ちよく洋
服を着ましょう。型紙のとり方から覚えて、
体型に合った洋服作りを目指しましょう。

パッチワーク入門

(月 1回 /3回連続)
2月 20 FJ(火 |

午前 10時～ 12時 SO分
リサイクル活動室

ほんの小さな布地もムダにしないで使いま
す。講習で基本を覚えてバッグやポーチな
ど作品づくりにトライしましょう。
スタートキット1組 :200円

編みもの入円・毛糸編
みボランティア

(月 1回 /3回連続)

2月 28「1(本 )

午前 10時べ 12時
リサイクル活動室

毛糸は何度も編み返しができます。ボラン

ティアのモチーフを編んで、かぎ針編みの

基礎を学んでみませんか ?

【講座の申込先・間含せ先 I
環境ふれあい館リサイクル活動室 電話 (3866)
受付締切は各開催日の 1週間前までとします。

8185・ 8094

未 fIJ用魚 を ご 存 知 で す か ?
皆さんが近所の魚屋さんやスーパーで見かける魚は何種類くらいでしょうか?20～ 30種 ?そもそも日本近海に
は約 3700種類もの魚が生息しています。季節にもよりますが市場には 600種程度は入荷するようです。また、近

年の地球温暖化の影響で海水温も上昇傾向にあり、海の生態系の変化と共に、これまで見かけなかった魚が水揚げ

されることも多くなっています。でも、数が揃わない、傷が付ぃている、規格外、知名度が低く消費者が食べ方を

知らないなど様々な理由で廃棄される魚が漁獲量の 30～ 35°。程度あると言われています。流通に乗らない魚たち

(未利用魚)は食品ロスにもカウントされないものです。漁業の持続可能性を考える各地の市場では未利用魚を消費
者に繋ぐ取組が色々試みられています。朝市場に上がったものを氷詰めで発送、種類を問わず一定価格で販売など、

生のまるごとの魚を見る機会が少ない、魚好きの消費者には楽しい試みだと感じます。乱獲による資源量の減少が

危惧される有名魚だけに囚われることなく、海の持続可能性 SDGs日標 14「海の豊かさを守ろう」にも配慮した食
を考え、実践してみませんか。

:ほ勢 _、 「ひまわ町711-マ‐ケット」開催 !l
奮
F転
や  
▼
碍碑 轟 薩 轟論 二揚了:瓦導での叩
開催日時 :2024年 2月 25日 (日 )10時｀ 14時

場所 :台東区環境rstれ島い館ひきわ=17階 (蔵前4丁目 14-6)
【問い合ti trlletgcom l10me nejPま たは環境ふれあい館ひまわり2階リサイクル活動室 03‐ 3866‐8185

環境r31れあ01館 011サイクJL活動室
休 室 日 :毎週月曜日 月曜日が祝日の場合は開室で翌火曜日がt連体の場合は連体明けの平日が、休室

となります,2月 12日 (月 )は休日で開室、13日 1火 )が休室となりますt
ゝ 利用時間 :午前 10時～午後 6時       電  話 :3866-8094又 は8050

(71)rJliに掲載の講座 イベント等は社会情勢に対応して開lll:要 lTを変更します.ご 了解 ください.
編集・発行 :台東リサイクリレネットワ クITRネ ット,

TELFAX 3866 8185
発行協力 :台東区環境清掃部清掃 リサイクル課

TEL 5246 1018  FAX 5246-1159
「ひまわりの種Jは再生紙を使用しています.


